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作品 と環境

　
一一

つ の モ チーフ を様 々 な技法、異 な っ

た素材、演出で 表現研究し て い る。作品

の 設置 され る環境 を計画に組み込む とき、

作品の 意義の可能性は更に広 が る、作 品

が環境 を再認識 させ て い る こ とが解 る。

　例 えば、刻 々 と移 り変わ る光の 中で 、

そ の エ ネル ギーを受け 、生命を持っ て い

るか の よ うに変化す る作品は、自然の恵

み を受ける と共に 、厳 し い 風雪 に耐 えな

ければな らな い 自然環境 と、地域 文化、

時代等の 社会環境を要素に入れ る と 、 そ

の 多様 さは豊か で ある。

　こ こ で は 、カ
ー

ビ ン グ （彫刻）、モ デ

リ ン グ （彫塑）、鋳造法 （キ ャ ス テ ィ グ ）

の 技法の 比較、材質の 比較、環境 との 調

和 な どを中心に 追求 し て い る 。

　右ペ ージ石の 作品は 2点一対で展示 され、

夕日を受 けて影の ダ ン ス を演 じる 。 影は

実体 を超 え て 存在す る ように 思 え る し、

物 を 「認識す る順序」 に 関心 を持ち始め

て い る 。

　　　　　　　　北野 　正治

　　　 2002 光の 中街 を歩 く

黒 御影石 2点 に よる空間構成
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カ
ービング （彫 刻）

工 業 ダ イヤ モ ン ドブ レ
ードにて 切削、

多面体 に造形 し 目的の形 に近ず けるc
ア フ リカ産 御影 石 〔ベ ル フ ァ

ース ト）

研磨 200番

水磨 き に入 る前で 形 態は こ の 状態が

一
番認識 しや すい 。

以下 3作品 は石質
・
大 きさ ・

形態
・

表面処理が異 なっ て お り、各々の 特

性を示して い る。
能勢産黒御影石

イ ン ド産御影石 ｛イン デァ ン ブラ ッ ク ）

ア フ リカ産御影石 （ベ ル フ ァ
ー

ス ト）

モデ リ ン グ （彫塑 ）油 粘土 に よ り造 形 、
石膏 で雄型 を作 り、シ リ コ ンで 雌型 を

作 る 、写真は シ リコ ン に 鍛 （ワ ッ ク ス ）

を張 り込 んで い る とこ ろc
ガ ラ ス 繊維で 強化 したプラ ス チ ッ ク を

張 り込 め ぱ FRP とな る。

鋳造法 〔キャ ス テ ィ ング） の例

鐡 （ワ ッ クス ） を石膏で巻 き．800度

以上の 窯で 、上記鑞 （ワ ッ ク ス ）を蒸

発 させ 、その 隙間に溶解 した金属 を流

しこ む技法で 、そ の歴史 は古い 。
この 写真 は Pt　一カーの サ ンプル 。
材質 は錫。

鋳造 法 は大量 生 産 に適 して お り、機械

化 が進 ん でい る、目的に応 じて 材質 を

選択す る。
材 質 は錫 と鉛 の 合 金 。

上記説明の 鑞型

材質 は鉛

古 典的な 材質、ブロ ン ズ 。

合成 樹脂 の張 り込 み と、流 し込 み の

2 つ の技 法を用い た作品例。
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